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u-smile/学習支援事業「てらこーち」の研修機会をつくることの第一弾として、12 月 8 日北芝団地集会所

で「知る・繋がる・大いに語る」ための「てらこーち交流会」を、大学生学習サポーター、ＮＰＯ法人暮らし

づくりネットワーク北芝メンバー、箕面ユネスコメンバーが集い開催しました。 

現在、「てらこーち」には、週６枠のなかで小学校3年生から中学校3年生までの21名が参加、大学生学習

サポーター10名（登録18名）で運営しています。 

9 月１３日に開催した「てらこーち」第 2 回運営会議で、学習サポーターが不安なく関わることができる仕

組みについての課題がでました。運営会議では話しきれなかったこと、関わる者全員がもう少し知り合う、

「てらこーち」で何をするのか等、鍋を囲みながら率直に話

し合いました。学生や北芝スタッフ、スタッフの子どもたち

も飛び入り参加し、賑やかな中で、「学習に向き合うための

信頼関係づくりの苦労」「今学校でどこを学んでいるのかが

分からない」など、進めていくうえでの困り事などたくさん

の話が出ました。学習サポーターをサポートする体制の強化

などの必要性を考える大事な機会となりました。               

（坂口 一美） 
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近畿ブロック・ユネスコ活動研究会が、11 月 12 日に奈良のかしはら万葉ホールにて開催され、箕面ユネス

コ協会から 6 名が参加しました。 

テーマは「次世代へつなげ"未来へのたからも

の”」で、前半は文科省の特別の機関である日本ユ

ネスコ国内委員を務める大濱さん(箕面)の報告が

あり、分かりやすく現状の活動と今後の方針を説

明していただきました。 

後半のハイライトは、飛鳥・橿原の実践報告。「絵の本ひろば」との連携での取り組み

でしたが、ユニークでグローバルな内容は大変興味深く聞くことができました。「絵の本

あれこれ」研究家の加藤啓子さんの報告によると、「絵の本」とは、絵や写真を中心に置

き、極力文章の説明を省いた本のことで、読み手の感性を引き出す選書に力を注ぎ、そこに居る人が何を選ぶか

を楽しんでもらう場を提供することを意味します。本を通して、人と人が出会う場になる

ことが目的の活動です。この活動は海外にも広がり、今回タイの

教育支援NGOマレットファン(夢のたね)のスタッフ松尾久美さ

んとギップさんから海外での活動報告もありました。絵だけで通

じる本の取り組みの魅力は、どんな国でも大人から子どもまで、

障がいのあるなしに関わらず活用できることです。私たちの活動

にも大きいヒントをもらえた報告でした。（須貝 昭子） 

 

 

～ 東日本大震災から 12年 ～ 

誰かが伝えなければ同じ悲劇が繰り返されます… 

２０１１年の３月 1１日、東日本大震災は１２年前のことです。三陸沖を震源とする

マグニチュード９.０最大震度７）の地震が発生し、 岩手県、福島県を主として、大地

が割れ、家屋が倒壊しました。 

この 10 月 22 日、23 日に 10 名の箕面ユネスコ協会会員で、東日本大震災の被害

を受けた宮城県と福島県を訪問しました。 

参加者の中には東京や福岡、鹿児島からのからのメンバーの参加もありました。当協会は発足時より「東日

本大震災を忘れない」を合言葉に支援活動を

しています。全員が無事避難することができ

た奇跡の学校、浪江町立請戸小学校。倒壊を

免れた校舎に刻まれた脅威と、全員避難する

ことができた経験を伝えています。 

大津波に襲われ海沿いで多くの家屋が流さ

れた宮城県北部の気仙沼市の湾内にある大島

では、大島架橋で結ばれ島の生活が変わった

今を見るなど。毎年のように訪れることが

「忘れない」活動の原動力となっています。 



 
 

 

1 年間、「わたしをひろげよう」をテーマに総合的な学習を積み重ねている北小学校の 5 年

生。2 学期には～世界とともに～で箕面ユ協と協働させていただきました。3 学期へと続く活動です。 

10 月 6 日、ボリビアの子どもたちとオンライン授業を行いました。時差は

マイナス 13 時間。そのため、開始時刻は、北小は朝の 8：30、ボリビアは夜

の 19：30 です。箕面出身のファミリーとご近所の子どもたちの協力で実現し

ました。ボリビアの子どもたちのプレゼン～アマゾンの様子や学校生活の紹介～から授業スタートです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 月 6 日、ネパールの子どもたちとオンライン授業を行いました。事前授業

でネパールでの経験を伝え、当日に臨みました。時差は、マイナス 3 時間 15

分。北小の開始時刻は 13:40、ネパールの学校 10：25 です。箕面ユ協として

初めて出会う学校でどきどきでしたが、この機会に新たなつながりができたことを嬉しく思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 月 6 日、豊川北小学校で、東日本大震災、九州北

部豪雨災害などでのボランティア活動について伝えま

した。この夏も、坂口会長とともに、東日本へのボランティアツアーに参

加した大学生の川本さんは、「今はボランティアに出かけられなくても、自

分たちの暮らしの中でできることが見つかるかも…『防災さんぽ』をして

みない？」と語りかけました。その後、子どもたちから次々に質問が。 

一生懸命聞いてくれてありがとうございました。    （大濱淳子） 

● 箕面市立豊川北小学校 5年生のみなさんと ● 

● 箕面市立北小学校 5年生 ● 
わたしをひろげよう～世界とともに～  

ボリビアの子どもたちと 

オンラインミーティング 

校門前で朝食を手に入れ授業に向か

います。授業はお昼まで。午後は違う

生徒さんたちが学校で学ぶそうです 

学校のこと、アマゾンの生き物のこ

と、人気のペットのことなど、次々に

質問して答えてもらいました 

グラシャス！アディオス！スペイン語

で元気いっぱいのお別れです 

ネパールの子どもたちと 

オンラインミーティング 

はじめに、学校生活の紹介です。北小

からは子どもたちがしっかりした英

語でプレゼンしていきました 

坂口会長の進行と山田さんの通訳を

介して、好きな食べ物のことや人気

のスポーツなど質問していきます 

この日は、ナマステ～ダンネバード！

で元気にお別れです 



 

☆☆☆箕面ユネスコ協会の新たな挑戦です☆☆☆ 

● 

開催日時: 2024年 1月 26日（金）～2月 4日（日）箕面市民活動センター ロビー及び玄関前 

箕面ユネスコ協会は、2013 年の発足以来、各国でのボランティア経験

を生かし、それぞれの国の識字課題（GOAL4）について箕面市内の児童

や生徒のみなさんの理解を深める学習の機会を提供してきました。 

学習を重ねた子どもたちが作成した「リーフレット」を広く市民にも見

ていただくことで、子どもたちの行動を応援する場となるようパネル展を

開催します。今年度は、世界の子どもたちに関する図書も紹介し、より興

味を持っていただけるように工夫したいと思っています。 

みなさま、ぜひ会場にお越しください。 

 

日程：2024年 3月 17日（日）～3月 23日（土）7日間 

活動地域：カトマンズ、Sindhupalchok District 

このプログラムでは、教育分野での切り口で、今世界が抱えてい

る課題や現状への気づきを促し、世界的な視野と積極的な行動力

を身につけた若者の育成をめざします。村の生活およびホームス

テイ体験をし、ネパールの文化・生活習慣に触れる貴重な機会で

す。多くのユネスコ活動に共感していただける若者の参加を期待

しています。 

 

 

10 月 28 日（土）、29 日（日）午前 11 時～午後 3 時 みのお市民活動センターで開催しました。

今年度は、かやのさんぺい橋がリニューアル工事のためフェ

スタの出店場所が市民活動センターの入

り口付近になりましたが、リピーターの

方も多く来てくださり、上島箕面市長に

も立ち寄っていただくことができまし

た。 

皆さんありがとうございました。心よ

りお礼申し上げます。 


